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課室名:課室名:エコタウン課

内線:内線:3185

事業名

事 業
期 間

根 拠
法 令

平成27年度～
平成29年度

会計 款 項 目

一般会
計

環境費総務費 環境保全推進
費

説明事業

エコタウンプロジェクト推進費

戦略項目

担当名:担当名:企画担当

09　　　新エネルギー埼玉モデルの構築

040202　低炭素な暮らしとまちづくりの推進

予算額

決定額 8,0028,002

前年額 10,69210,692

176176

1010

7,8267,826

10,68210,682

△2,690△2,690

前年との
対比

財　　源　　内　　訳

諸収入
一般財源

番号

エコタウンプロジェクト推進事業費

１　事業の概要

　エコタウンプロジェクトは、既成市街地において、徹

底した「省エネ」、太陽光発電を中心とした再生可能エ

ネルギーによる「創エネ」、蓄電技術による「蓄エネ」

によるエネルギーの地産地消を目指している。

　これまでの取組や成果について他地域への発信を高め

ていく。また、先行エコタウンの取組を市内に浸透させ

地域に根付かせる。

２　事業主体及び負担区分

ア、イ、ウ　（県10/10）

３　地方財政措置の状況

なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

9,500千円×１人＝9,500千円

５　事業説明
（１）事業説明
　エコタウンプロジェクトについて他地域への発信を高めていく。
　また、先行エコタウンの取組を市内に浸透させ地域に根付かせていく。

　ア　エコタウンプロジェクトの発信（印刷製本費、役務費）　　　　　　　　　　1,048千円
　　　共通課題に取り組む他自治体への発信・共有を図り、埼玉発モデルを全国にアピールする。また、報告書「３年間
　　　の軌跡」を活用し、関係団体等と連携して発信する。
　イ　先行エコタウンにおける取組の市内浸透（消耗品費、委託料）　　　　　　　2,500千円
　　　重点実施街区での取組を根付かせるとともに、これまでの取組による「資産」を活用した市全域への浸透を先行エ
　　　コタウン市や地元企業と推進する。
　ウ　プロジェクト運営（事務補助臨時職員賃金、消耗品費等）　　　　　　　　　4,454千円
　　　プロジェクト運営にあたっての事務的経費。

（２）事業計画
　　平成27年度　　新（展開）エコタウン選定、新「重点実施街区」における事業への参加企業等募集

　　平成28年度　　エコタウンプロジェクトの発信、先行エコタウンにおける市内浸透

　・共通課題に取り組む全国の自治体との連携により事業推進を図る。

　　　　　　　　　これまでの成果の詳細検証・分析、成果取りまとめ・発信

　　平成29年度　　展開エコタウン成果取りまとめ・発信

（３）事業効果
　・エコタウンプロジェクトの取組・成果の効果的な全国、県内発信
　・先行エコタウン市全域への取組浸透
　・プロジェクト事務運営にあたっての円滑な事務運営

（４）県民・民間活力、職員のマンパワーの活用、他団体との連携状況

(単位：千円)

（１）エコタウンプロジェクト運営費　8,002千円

　・先行エコタウン市全域への浸透を先行エコタウン市や地元企業と連携し推進する。

分野施策


